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【概要】  

量子コンピュータ（NISQ）や量子アニーラには超伝導量子ビットの他にも様々なハードの方式があり、光

を用いる方式もクラウドサービスが供されている。このようなことを各地でレビュー講演する機会があるが、

「光を用いる方式はなぜ冷やす必要がないのか」という質問を受けることがある。「室温で実施されている

ということだが、熱雑音が強すぎ、量子性が失われるのではないか」という質問だ。これは基本的な質問

で、答は「光では ℏω >> kT だから室温環境は絶対零度に見えているからだ」となる。これで質問の答に

はなるかもしれないが、もう少し考えると、量子暗号で特定の波長帯しか用いられていない理由の説明に

はならない。もちろん石英光ファイバーを用いる長距離量子暗号は波長 1.55 μm 近辺の通信波長帯に限

定されることはいいとして、空間光ビーム量子暗号も通信波長帯から大きく外れて実験されることがない

のはなぜか？ なぜもっと広範囲の波長が使われないのか、など、疑問は尽きない。これらについてとき

どき空をみて想う（空想する）ようになり、答が明解に得られているわけでもないが、これらのことを調べた

り考えたりするのも無駄ではないと思う。 
 5 月から毎月おこなって来たセミナーの最終回として、今回は量子通信の話をしたい。ただし、量子論を

展開して深く掘り下げるというよりは、上記のような視点で可能性を広げることを考えてみたい。 
 
 

使 用 言 語 ： 日本語 
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